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言語の壁を乗り越えた先にあるもの 

 済美教育センター 指導主事 松浦 献 

「私は、大きくなったら音楽の先生になりたいです。」と将来の夢

を語り、観客の前で歌を熱唱する小学校第一学年の児童の発表で

「国際交流の集い」の幕が開きました。度肝を抜かれました。まる

でミュージカルのオーディションを見ているようでした。この発表

だけ聞いた人は数か月前まで彼女が海外で生活していたとは誰も

思わないでしょう。 

帰国児童・生徒及び外国人児童・生徒が日本語指導で学んだこと

を発表したり、日本の伝統・文化を鑑賞・体験したりする「国際交

流の集い」が、今年度も久我山会館で開催されました。 

第一部は、帰国児童・生徒及び外国人児童・生徒によるスピーチでした。子どもたちは自分が感じていることや日

本で頑張っていることなどを、これまで学んだ日本語を用いて伝えました。それぞれが生まれ育った国、文化と日本

での生活の違いを発表したり、生活した中で考えたこと、思ったことを率直に伝えたりすることができていました。

私たちが当たり前だと思っていることも海外からの視点で見ると不思議なことが多く、日本人の私たちも考えさせら

れる内容がたくさんありました。また、発表者の中には日本に来てからわずか３か月程度で日本語を読み書きし、代

表としてスピーチを務めた児童もいました。ここまで日本語を習得するには相当な苦労があっただろうと想像します。

また、初めは日本語が話せず、孤独で辛かったという経験を語ってくれた生徒もいました。言葉も伝わらない中で生

活するのは、さぞ辛かったことでしょう。そのような状況でも、自己実現をするために明確な目標や志をもち、人一

倍の努力を日々積み重ねることができたのは本人の努力はもちろん、保護者や日本語指導をしてくださった先生方、

支えてくれた友達の影響も大きかったことでしょう。そのような様々な人たちの想いを受けたスピーチだからこそ、

強い感銘を受けました。 

第二部では、箏・三味線・尺八の演奏が披露されました。「音楽プロジェクト ここふた」による演奏は、美しく、

軽快でやさしいそれぞれの音色に加え、演奏者の真剣な眼差しに、観客も自然と引き込まれる魅力がありました。途

中に箏・三味線・尺八の体験コーナーもあり、子どもたちは演奏者の方々に指導してもらいながら楽器に触れ合いま

した。聞くだけでなく、音色の振動を体や心で感じることができ、どの児童・生徒も楽しそうに演奏していた姿が印

象的でした。体験後の鑑賞では、演奏者を見る目の輝きが増していまし

た。日本の伝統的な楽器「箏・三味線・尺八」を通して、日本の伝統文

化に対する理解を深めることができました。 

今年も、多くの方からの愛情・指導を受けながら日本で成長していく

外国人児童・生徒を間近で見て、日本語指導の重要性をより強く感じま

した。「種は一人で芽を出して花を咲かせません。人も一人では生きて

いけません。」と、自分を種にたとえ、その成長に対しての感謝の気持

ちを発表してくれた生徒の言葉がその証かもしれません。 

最後になりましたが、開催に当たり、各校の校長・副校長、担任の先

生方には格別の御配慮と御支援を賜りました。ここに御礼申し上げま

す。 

 

そ                 ら 



素晴らしい出会い 

杉並区立宮前中学校 教諭 山内 祐毅 

 

Ａさんは、小学６年生の７月に日本へ転校してきました。海外生活が長かったため、中学校入学当初、不安そうな表情で

過ごしていたことを今でも覚えています。特に国語の文章や理科・社会の言葉の意味、日本語と英語の文章の組み立て方の

違いに困り感を感じていました。本人と毎日、帰りの学級活動後に、「今日、困ったことはありましたか？」とやり取りをす

る中で、一つ一つ対応策を考えていきました。今でも困り感を抱えながら生活しているとは思いますが、何事にも前向きに

挑戦する姿を見て感心させられる毎日です。 

そして、１２月に行われた「国際交流の集い」における発表原稿に書かれていた、「自己愛」という言葉。「自分が自分を

好きでいること」や「自分という存在を大切に思うこと」等、聞いている私が一人の人間として大切にしなければならない、

ものの捉え方や感覚を再認識することができました。Ａさんと過ごしている毎日が、私に大切なことを気づかせ、教えてく

れていたことに改めて気づくことができました。 

また、毎週日本語指導のために来校してくださる先生にも感謝の気持ちでいっぱ

いです。Ａさんの困り感が少しずつ解消されていることを、日々の関わりから感じ

取ることができます。親身に対応し、一緒に解決してくれる先生の存在が、本人に

安心感を与え、よりよい学校生活に繋がっていると感じています。これからも、家

庭・地域・学校で連携しながら、Ａさんのよりよい人生設計力を育むサポートをし

ていきます。 

 

 

 

いつもそばに、日本語指導 

杉並区立杉並第二小学校 教諭 高木 梓 

 

夏休み明けに、フィリピンから転入生がやってきました。Ｂさんは登校初日、日本語を話せない上に恥ずかしがり屋なの

で、とても不安そうでした。学級での自己紹介のとき、「私は○○です。」と小さな声で言いました。学級の子どもたちは聞

き取れなかったようで、もう一度お願いしたのですが、二度目は言えませんでした。後から、“I’m shy.”だと教えてくれま

した。学級の子どもたちにとっても、Ｂさんにとっても不安と期待の入り混じった２学期の幕開けとなりました。 

転入してすぐに日本語指導が始まりました。夏休み中に平仮名を勉強していたこともあり、ゆっくり読むことができまし

た。最初の頃から、日本語を覚えていくことの楽しさを感じていろいろな単語を発していました。「机」「鉛筆」「時計」など、

学校に関わる単語はすぐに覚え、分からない物については“What’s this?”と聞いてくるほどでした。順調に日本語を覚え

ていくのだろうと思っていた矢先、何となく表情の曇る日々が続きました。原因は、日本語指導以外の時間は何をやってい

るか分からないため、教室にいることが苦痛だということでした。また、フィリピンにいたころはよく勉強できていたよう

で、Ｂさんのプライドを傷つけていたようでした。なかなか前向きな気持ちになれずにいましたが、日本語指導の時間に自

分のペースで学習できたこともあり、少しずつ明るい表情が戻ってきました。日本語指導の時間に自分の趣味のことや気に

なっていることを話せるので、気分転換になっていたようです。そして、教室にいるときは算数をがんばりたいという前向

きな気持ちが芽生えました。算数は万国共通なので、教科書にふり仮名があったり、担任の簡単な説明があったりすれば、

できるかもしれない、と思ったようです。普段の授業はあまり分からないけれども、その中でも頑張りたいことを見つけた

Ｂさんは、生き生きとしてきました。 

そして、３学期に入り、学習に対する意欲がさらに上がってきました。算数では通分して計算することや面積を求めるこ

と、道徳では挿絵を手掛かりにして内容を理解することを積極的に取り組み始めました。休み時間には「先生、What do you 

call the devil in Japanese?」と私に質問してきました。友達に自分の描いた悪魔のことを話したかったようです。それをき

っかけに、友達とたくさん話し始めました。「日本語を知りたい」という気持ちが戻ってきたな、と感じた瞬間でした。今は

まだ質問したいときは英語ですが、Ｂさんの口からすんなりと日本語が出る日が来るのを楽しみにしています。 

 Ｂさんが少しずつ前向きに、そして意欲的になれたのは、日本語指導の先生の細やかな指導のおかげです。指導内容を共

有できたことで、児童理解につながり、学級での指導に生かすことができました。学級でこのようにしたほうがいい、とい

うアドバイスを頂けたのも、大変ありがたかったです。



日本語指導に感謝 

杉並区立天沼小学校 主任教諭 折笠 悦子 

 

 Ｃさんは、２０１７年１１月に、ネパールからやってきました。くりくりした目で人懐こそうな表情でニコニコしていた

少年でした。お母さんは、日本語を話せましたが、Ｃさんは、ほとんど日本語を話せませんでした。簡単な英語ならできる

ということで、挨拶は英語でしたことを懐かしく思います。 

 当時１年生だったので、ひらがなや言葉の学習もほぼ他の児童と一緒にできたのはよかったと思いましたが、これからの

コミュニケーションや授業はどうしたらよいかと不安な面もありました。英語も日本語も片言で、あとは、身振り手振りの

ジェスチャーでという学校生活がスタートしました。 

 間もなく、日本語指導が始まりました。日本語指導の先生が本人の興味や関心を上手に引き出して、とても丁寧に教えて

くださいました。学んだことや学習したプリント等はきちんとファイルに綴じて、毎回その日に学習したことや様子をノー

トに書いてくださり、私にとっても日本語を習得していく過程がよく分かり、また勉強になりました。毎回、「行ってきま

す。」「行ってらっしゃい。」と、教室からみんなに見送られて日本語指導に出かけていくＣさんは、とても楽しそうで学ぶ

意欲に満ち溢れ、生き生きしていました。 

 好奇心旺盛で、体を動かすことや友達と関わることが大好きという本人の性格も幸いして、日本語をどんどん吸収してい

きました。気付いたらいつの間にか日本語だけでのやりとりができていました。それくらい自然に学級の子どもたちの輪に

溶け込み、私たちが話すことを理解し、伝えたいことを話していました。その根底にあったのは、続けていた日本語指導の

おかげです。 

最後まで難しかったのは書くことでした。授業で自分の考えや思ったことを文章にするというのは、本人のやる気だけで

はどうしようもない壁を感じていました。 

ところが、来日して１年が経過した現在は、国語のテストの解答欄に答えたり、授業で感想を書いたりする課題にも取り

組めるようになりました。手を挙げて、発言することもできるようになりました。できる喜びや自信に溢れる表情が目の前

に存在するというのは教師としては最高の喜びです。これまでを振り返り、ただ学級で生活していただけではここまで成長

することはできなかったと思います。懇切丁寧な日本語指導のおかげだと感謝しております。ありがとうございました。 

 

 日本語指導を通しての成長 

杉並区立八成小学校 教諭 中村 敦直 

 

 ４年生の４月から本校に通い始めたＤさん。中国から日本に来たのは、その２か月前なので、当然日本語は話せませんで

した。近くに行って話をすれば小さな声で答えてくれましたが、「はい」「いいえ」で答えられる程度の会話がやっとでした。

恥ずかしがり屋な性格もあって、いつも不安そうな表情をして教室で過ごしていたことを覚えています。 

転入してすぐに日本語指導が始まりました。日本語指導の先生からは、Ｄさんは話したいことがたくさんあるようで、日

本語指導の時間は話が止まらないと聞き、学級での様子との違いに驚きました。その頃はまだ、学級では話す姿があまり見

られませんでした。 

Ｄさんは算数が得意でした。転入から２週間程経ったある日、算数の時間に「１０年は何秒か」という問題を解くことに

なりました。開始から１、２分しか経っていないときに、Ｄさんに目をやると複雑な計算を瞬時に終え、既に答えを出して

いたのです。もちろん正解でした。そのことに気付いた周りの児童は驚き、賞賛の声を次々に上げていました。Ｄさんは、

はにかみながらとても嬉しそうにしていました。黒板を使ってみんなに解説するように言うと、困惑した表情を浮かべまし

たが、習った日本語を使って一生懸命伝えようとしている姿が印象的でした。それからは、算数の授業で挙手をして答える

ことが増え、友達との関わりも多くなっていきました。 

２学期になると「国際交流の集い」でスピーチをすることが決まりました。日本の好きなテレビ番組のことやこれから頑

張りたいことなどがしっかりとした日本語で書かれていました。「国際交流の集い」の直前には、学級でスピーチのリハーサ

ルを行いました。はっきりした声で原稿を読む姿に、４月の頃には想像ができなかった大きな成長を感じました。 

今では、国語で物語文を読んで簡単な感想を書くこともできますし、自分の意見を言葉にして発表することもできます。

４月はＤさんも私も不安が大きい状態でしたが、日本語指導を通して日に日に成長していく姿が見られました。Ｄさんの「話

したい」という気持ちを大切にした指導のお陰で、毎回嬉しそうに日本語指導に行っていました。先生と私との連絡ノート

では、毎回の指導内容に加えて、Ｄさんが困っていることなども書いていただき、学級での指導の手立てになりました。こ

こまで指導してくださった先生に心より感謝を申し上げます。ご指導ありがとうございます。今後もＤさんが充実した学校

生活が送っていけるようサポートを続けていきたいと思います



「使命」を肝に銘じて… 

済美教育センター国際理解教育担当 

 

今年度も、恒例行事の「国際交流の集い」が、１２月２日に無事終了しました。この行事は、杉並区の小・中学

校で学ぶ外国から来ている子どもたちや日本の子どもたちが、お互いに理解を深め親善を図ることを目的として、

昭和６３年に始まり、以後毎年開催され今年度で３１回を数える息の長い行事です。 

今年度スピーチをした児童・生徒は１２名。外国人児童・生徒９名（小学生９名）、帰国児童・生徒３名（小学生

２名・中学生１名）。参加児童・生徒の母国あるいは帰国前の滞在国は、ネパール、中国、オーストラリア、イギリ

ス、フランス、韓国、アラブ首長国連邦の７か国におよび、文字どおり「国際交流」の名にふさわしい集いとなりま

した。 

当日は、来賓を含め 100名近い方々が、会場の杉並区立久我山会館を訪れてくださいました。回収したアンケ

ートからは、「他の国のカルチャーを知れて、よかった」「日本に来てまだわずかな時間しか経っていないのに、皆さ

ん流暢にスピーチされるのに大変驚いた」「日本であたり前のことが、外国にはないこと、また日本の良さなのか気

づかされた」「ひとりひとりの児童・生徒が、一所懸命自分の思いを発表することができていた」といった声が聞か

れ、今後もこの行事を継続していくことと、さらに多くの方々にこの行事を知って参加していただくことの重要性

を感じたところです。 

さて、左は今年度の国別訪問・補充指導人数の表

です。子どもたちは様々な国から来日し、それぞれの

文化を背景に杉並区の学校で学んでいることがわか

ります。 

また、左下のグラフは、今年度を含めた過去５年

間に訪問・補充指導をした児童・生徒数の推移を表

したものです。 

今年度はやや減少していますが、昨年末に国会で

改正出入国管理法が成立したことなどから、今後も

日本で働く外国人労働者や日本に定住する外国人の

数が増え、それに伴って日本語指導をはじめとする

学校生活への適応指導が必要となる児童・生徒の数

も増えこそすれ減ることはないであろうことは想像

に難くありません。とするなら、私たち国際理解教

育担当に課せられる使命も、今後ますます重大にな

ってきます。 

 現在、小・中学校からの要請を受け、日本語の訪

問指導・補充指導にあたっているのは、済美教育セ

ンター国際理解教育担当４名、外部講師１５名の総

勢１９名です。  

これから見込まれる対象児童・生徒数の増加に対

する現在の課題は、指導の中心となる国際理解教育

担当教員の指導力向上、対象児童・生徒在籍校との

緊密な連携、中学卒業後の進路選択への情報提供や

助言、新たな指導人材の確保等です。課題には、容

易に解決しうるものとそうでないものがあります

が、今後も杉並で学ぶ日本語指導を通じた適応指導

を必要とする子どもたちのために、私たちに課せら

れた「使命」を肝に銘じて、全力を尽くしていきま

す。 

 

平成 30年度 国別訪問・補充指導人数 

平成 31年 1月現在 

 

訪問・指導人数 5年間の推移 

 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

ネパール 1 2 4 1 1 9

中国 2 1 1 1 1 1 1 8

アメリカ 2 1 1 4

オーストラリア 1 1 2

韓国 1 1 2

タイ 1 1 2

ミャンマー 1 1 2

アラブ首長国連邦 1 1

イギリス 1 1

インドネシア 1 1

カナダ 1 1

ナイジェリア 1 1

フィリピン 1 1

フランス 1 1

ロシア 1 1

小学校 中学校
合計

母国
滞在国等


